
別表 ［Ｍ２Ｍサービス 基本サービス］ 

 

１．ネットワークサービスの提供 

 当社（以下「乙」という）は、ネットワークサービスの利用者（以下「甲」という）に対し、第４項記載のネットワークサービス（以下「本ネットワー

クサービス」という）を提供します。 

 

２．ネットワークサービスの概要 

 本ネットワークサービスは、甲の管理対象機器（本ネットワークサービスにより甲が管理の対象とする機器、機械、装置等をいい、以下同じ）に接続さ

れた端末系通信機器（乙が提供する「Ｅｄｇｉｏｔ ＧＷ１５００」または乙が認めた仕様を有する甲が準備する通信機器をいい、以下同じ）から取得可

能な甲の管理対象機器および端末系通信機器の情報（以下「蓄積情報」という）をＦＥＮＩＣＳネットワークサービス用電気通信回線およびＦＥＮＩＣＳ

ネットワークサービス用電気通信設備を用いて蓄積し、甲が当該情報を管理、抽出できるようにするネットワークサービスです。 

 

３．ネットワークサービス提供の前提条件 

（１）本ネットワークサービスの提供にあたっては、本ネットワークサービスと接続するネットワークとして、甲が本ネットワークサービスと接続するた

めの通信環境を自己の責任と費用負担で用意するものとします。 

（２）甲は、乙が本ネットワークサービスを実施する前提条件として、自己の責任と費用負担で本ネットワークサービスを利用するために必要な甲設備を

 用意し、端末系通信機器に接続するものとします。 

 

４．ネットワークサービスの内容 

 （１）初期サービス 

  乙は、Ｍ２Ｍ基本サービスを利用できるようにするため、ＦＥＮＩＣＳネットワークサービス用電気通信設備およびＦＥＮＩＣＳネットワークサービ

ス用電気通信回線に対して、所定の準備作業を実施します。 

 （２）Ｍ２Ｍ基本サービス 

  乙は、甲に以下の機能を提供します。 

 
 

機 能 
 

 

                        内 容 
 

 

 データ蓄積機能 

 
 

 

甲の管理対象機器および端末系通信機器から収集した蓄積情報をＦＥＮＩＣＳネットワークサービス用電気通

信設備にて蓄積する機能を提供します。蓄積量の上限は１３０Ｇｂｙｔｅｓ以下とします。 

 
 

 

 管理機能 

 

 

 

 
 

 

 以下の機能を提供します。 

  ａ．蓄積情報の閲覧 

  ｂ．甲の管理対象機器および端末系通信機器の設定更新 

  ｃ．蓄積情報の履歴閲覧 

    

 また、管理機能を利用するための管理者ＩＤおよびＩＰ写像ユーザーＩＤをそれぞれ１０ＩＤ提供します。 

 

 

 ＷＥＢ ＡＰＩ機能 

 
 

 

 データ蓄積機能により蓄積された蓄積情報を抽出する機能を提供します。 

 

また、ＷＥＢ ＡＰＩ機能を利用するため、ＡＰＩ ＩＤを９ＩＤ提供します。 
 

 

 ネットワーク 
 

 

端末系通信機器からのアクセス回線とＦＥＮＩＣＳネットワークサービス用電気通信設備との間の接続帯域とし

て、１Ｍｂｐｓの帯域を提供します。 

 （３）Ｍ２Ｍ基本サービス アドバンスＶ１ 

  乙は、甲に以下の機能を提供します。 

 
 

機 能 
 

 

                        内 容 
 

 

 管理機能 

 

 

 

 
 

 

 以下の機能を提供します。 

  ａ．蓄積情報の閲覧 

  ｂ．甲の管理対象機器および端末系通信機器の設定更新 

  ｃ．蓄積情報の履歴閲覧 

    

 また、管理機能を利用するための管理者ＩＤを１０ＩＤ提供します。 

 

 

 ＷＥＢ ＡＰＩ機能 

 
 

 

 蓄積情報を抽出する機能を提供します。 

 

また、ＷＥＢ ＡＰＩ機能を利用するため、ＡＰＩ ＩＤを９ＩＤ提供します。 
 

 

 ネットワーク 
 

 

端末系通信機器からのアクセス回線とＦＥＮＩＣＳネットワークサービス用電気通信設備との間の接続帯域とし

て、１Ｍｂｐｓの帯域を提供します。 

 （４）ＦＥＮＩＣＳ ＩＤ提供サービス 

  乙は、端末系通信機器をＦＥＮＩＣＳネットワークサービス用電気通信回線へ接続するための認証、および端末系通信機器の情報をＦＥＮＩＣＳネッ

トワークサービス用電気通信設備へ蓄積するための認証に使用されるＦＥＮＩＣＳ ＩＤを提供します。本サービスは料金月において当該ＩＤに紐付け

られた端末系通信機器による通信が発生した場合に料金が発生するものとします。なお、甲が付与できるＦＥＮＩＣＳ ＩＤの上限は１００, ０００と

します。 

（５）性能拡張オプション 

 乙は、本ネットワークサービスが動作するＦＥＮＩＣＳネットワークサービス用電気通信設備のＣＰＵ性能、Ｄｉｓｋ容量ならびにメモリ量、および、

端末系通信機器管理サービスを利用している場合には、閉域通信回線の帯域を拡張します。 

（６）端末系通信機器管理サービス 

乙は、端末系通信機器を、甲が用意したインターネット上の仮想的閉域通信回線を経由してＦＥＮＩＣＳネットワークサービス用電気通信回線へ接

続し、当該端末系通信機器に接続された甲の管理対象機器の識別情報をＦＥＮＩＣＳネットワークサービス用電気通信設備で受信し、管理する機能を

提供します。なお、ＦＥＮＩＣＳネットワークサービス用電気通信回線に同時に接続できる端末形通信機器の数の上限は、１００とします。 

（７）端末系通信機器同時接続拡張サービス 

乙は、端末系通信機器管理サービスにおいて、端末系通信機器をＦＥＮＩＣＳネットワークサービス用電気通信回線へ同時に接続できる数を１００

から３００に拡張します。 

（８）機器ＩＤ提供サービス 

乙は、端末系通信機器に接続された甲の管理対象機器を、ＦＥＮＩＣＳネットワークサービス用電気通信設備上で識別するために使用されるＩＤを

提供します。 



（９）端末系通信機器貸与サービス 

乙は、端末系通信機器（「Ｅｄｇｉｏｔ ＧＷ１５００」）を甲に貸与します。甲は、本ネットワークサービスの利用期間中、端末系通信機器を善

良な管理者の注意をもって管理するものとし、本ネットワークサービスの終了時には当該端末系通信機器を乙に返却するものとします。 

（１０）キッティングサービス 

乙は、ＦＥＮＩＣＳネットワークサービス用電気通信回線へ接続する端末系通信機器に対して、設定作業を実施します。また、乙は、甲と協議のう

え、本サービスにおいて乙が実施する作業の内容を記述した書面を作成し、甲の確認を得るものとします。  

（１１）クラウド接続サービス 

  ａ．初期サービス 

   乙は、クラウド接続サービスを利用できるようにするため、ＦＥＮＩＣＳネットワークサービス用電気通信設備およびＦＥＮＩＣＳネットワーク

サービス用電気通信回線に対して、所定の準備作業を実施します。 

  接続可能なクラウドサービスは以下とします。 

   ・ニフクラ：富士通クラウドテクノロジーズ社が提供するクラウドサービス「 NIFCLOUD（FJCS for VMWare NIFCLOUD）」 

   ・Azure：マイクロソフト社が提供するクラウドサービス「Microsoft Azure」 

   ・AWS：アマゾン社が提供するクラウドサービス「Amazon Web Services」 

  ｂ．接続サービス 

   乙は、Ｍ２Ｍ基本サービスに用いるＦＥＮＩＣＳネットワークサービス用電気通信設備と乙のクラウドサービスであるニフクラ／Azure／AWSとの

間のＦＥＮＩＣＳネットワークサービス用電気通信回線として、以下のネットワークサービスの全部または一部を提供します。 

  なお、ニフクラについては、ベストエフォート型１０Ｍｂｐｓのみを提供するものとします。 

 
 

品 目 

 

内 容 

 

１０Ｍｂｐｓ  

 

１０Ｍｂｐｓの符号伝送可能な電気通信回線を用いて提供するネットワークサービス  

 

１００Ｍｂｐｓ  

 

１００Ｍｂｐｓの符号伝送可能な電気通信回線を用いて提供するネットワークサービス  

 

（１２）拡張サポートサービス 

乙は、２４時間３６５日のサポート受付およびサポート対応を実施します。 

  

５．提供区域 

  本ネットワークサービスの提供区域は、日本国内とします。 

 

６．サービス提供時間帯 

  本ネットワークサービスの提供時間帯は、２４時間３６５日とします。 

 

７．サービスサポート受付時間帯 

  本ネットワークサービスのサポート受付時間帯は、月曜日から金曜日まで（祝日および乙の指定する休業日を除く）の９時から１７時３０分までとし

ます。ただし、拡張サポートサービス利用時は２４時間３６５日とします。 

 

８．サービスサポート対応時間帯 

  本ネットワークサービスのサポート対応時間帯は、月曜日から金曜日まで（祝日および乙の指定する休業日を除く）の９時から１７時３０分までとし

ます。ただし、拡張サポートサービス利用時は２４時間３６５日とします。 

 

９．料金月 

  本ネットワークサービスにおける料金月は、ＦＥＮＩＣＳ ＩＤ提供サービスのＳＩＭ連動タイプを除き、毎月２０日締めとし、前月２１日から当月

２０日とします。ＦＥＮＩＣＳ ＩＤ提供サービスのＳＩＭ連動タイプは、毎月末日締めとし、当月１日から当月末日とします。  

   

１０．蓄積情報について 

 （１）本ネットワークサービスで蓄積情報を蓄積することおよび当該蓄積情報を利用することついて第三者への通知および許可が必要な場合には、甲は、

当該通知および許可の取得を、自ら行うものとします。なお、当該情報の蓄積や利用により甲と第三者との間でトラブルが生じた場合、乙は、一

切の責任を負わないものとします。 

 （２）本ネットワークサービスにおいて、端末系通信機器および甲設備から収集された情報の蓄積は、日本国内にて行なわれます。乙は、蓄積情報の国 

外への複写、移動や蓄積場所の国外への変更を行う場合は、事前に甲へ通知するものとします。 

 （３）本ネットワークサービスにおいて、乙は、実施期間中に取得した通信機器の電波状況、方式、位置情報（国、Ｃｅｌｌ－ＩＤ、緯度経度）、通信情

  報（遅延、データ廃棄、時刻、通信量、速度）や中継網の通信情報（遅延、データ廃棄、時刻、通信量、速度）および蓄積用設備の性能情報（負荷、リ

  ソース利用状況）を統計処理したデータを、サービス品質の向上、サービス価値の向上、拡販を目的として、甲の承諾および対価の支払なしに利用でき

  るものとします。 

 （４）本ネットワークサービスにおいて、乙が提供するデータ蓄積機能は、一時的な蓄積を目的としているため、バックアップなどによる長期的なデー 

タの保存を保証しないものとします。また、甲および乙のシステム更新時のデータ移行において、データの継続性を保証しないものとします。 



 

１１．品目一覧 

   本ネットワークサービスの品目は、以下のとおりとします。 

 
 

品名 
 

 

   型名 

 

備考 
 

 

支払種別 
 

 

単位 
 

 

Ｍ２Ｍサービス 

 基本サービス 初期費 

 

ＮＳ２３００９３Ｓ 
Ｍ２Ｍサービスのシステムを構築する。 

（管理者IDを10ID、IP写像ユーザーを10ID） 

 

 従量料金制（一括払） 
 

 

式 
 

 

Ｍ２Ｍサービス 

 基本サービス アドバンスＶ１初期費 

 

ＮＳ２３０７００Ｓ 
Ｍ２Ｍサービスのシステムを構築する。 

（管理者IDを10ID） 

 

 従量料金制（一括払） 
 

 

式 
 

 

Ｍ２Ｍサービス 

 ＦＥＮＩＣＳ ＩＤ利用初期費 
 

 

ＮＳ２３０１００Ｓ  

 

 
 

 

 従量料金制（従量払） 
 

 

ＩＤ 
 

 

Ｍ２Ｍサービス 

 性能拡張オプション初期費  

 

ＮＳ２３０９０３Ｓ 

  

 従量料金制（一括払） 
 

 

式 

 

Ｍ２Ｍサービス 

 Ｍ２Ｍ－ＧＷ管理サービス初期費 

 

 

ＮＳ２３０６００Ｓ  

 

 
 

 

 従量料金制（一括払） 
 

 

式 
 

 

Ｍ２Ｍサービス 

 クラウド接続サービス ｆｏｒ クラウド１ 初期費 

 

ＮＳ２３０５１１Ｓ 

 

ニフクラ用 
 

 

 従量料金制（一括払）  

 

式 
 

 

Ｍ２Ｍサービス 

 クラウド接続サービス ｆｏｒ クラウド２ 初期費 

 

ＮＳ２３０５２２Ｓ 
 

Azure用 
 

 従量料金制（一括払）  

 

式 
 

 

Ｍ２Ｍサービス 

 クラウド接続サービス ｆｏｒ クラウド３ 初期費 

 

ＮＳ２３０５３２Ｓ 

 

AWS用 
 

 従量料金制（一括払）  

 

式 
 

 

Ｍ２Ｍサービス 

設定変更費 

 

 

ＮＳ２３０９００Ｓ  

 

 
 

 

 従量料金制（一括払） 
 

 

式 
 

 

Ｍ２Ｍサービス 

 基本サービス 利用料 

 

ＮＳ２３００９３Ｇ 
  

 従量料金制（月額払） 
 

 

式 
 

 

Ｍ２Ｍサービス 

 基本サービス アドバンスＶ１利用料 

 

ＮＳ２３０７００Ｇ 

  

 従量料金制（月額払） 
 

 

式 
 

 

Ｍ２Ｍサービス 

 ＦＥＮＩＣＳ ＩＤ利用料 

 

 

ＮＳ２３０１００Ｇ  

 

 
 

 

 従量料金制（従量払） 
 

 

ＩＤ 
 

 

Ｍ２Ｍサービス 

 性能拡張オプション利用料  

 

ＮＳ２３０９０３Ｇ 

  

 従量料金制（月額払） 
 

 

式 
 

 

Ｍ２Ｍサービス 

 Ｍ２Ｍ－ＧＷ管理サービス利用料 

 

 

ＮＳ２３０６００Ｇ  

 

 
 

 

 従量料金制（月額払） 
 

 

式 
 

 

Ｍ２Ｍサービス 

 Ｍ２Ｍ－ＧＷ基本利用料 

 

 

ＮＳ２３０６２０Ｇ  

 

・機器ＩＤ１０を含む  

・Ｍ２Ｍ－ＧＷ１台毎に必要 

 

 

 従量料金制（従量払） 
 

 

式 
 

 

Ｍ２Ｍサービス 

 Ｍ２Ｍ－ＧＷ機器ＩＤ追加利用料（１０ＩＤ） 

 

 

ＮＳ２３０６２１Ｇ  

 

 
 

 

 従量料金制（従量払） 
 

 

式 
 

 

Ｍ２Ｍサービス 

 Ｍ２Ｍ－ＧＷ機器ＩＤ追加利用料（５０ＩＤ） 

 

 

ＮＳ２３０６２２Ｇ  

 

 
 

 

 従量料金制（従量払） 
 

 

式 
 

 

Ｍ２Ｍサービス 

 Ｍ２Ｍ－ＧＷ機器ＩＤ追加利用料（１００ＩＤ） 

 

 

ＮＳ２３０６２３Ｇ  

 

 
 

 

 従量料金制（従量払） 
 

 

式 
 

 

Ｍ２Ｍサービス 

 クラウド接続サービス ｆｏｒ クラウド１ 利用料  

１０Ｍベストエフォート 

 

ＮＳ２３０５１１Ｇ 
 

ニフクラ用 
 

従量料金制（月額払）  

 

式 

 

Ｍ２Ｍサービス 

 クラウド接続サービス ｆｏｒ クラウド２ 利用料  

１０Ｍｂｐｓ 

 

ＮＳ２３０５２２Ｇ 

 

Azure用 
 

従量料金制（月額払）  

 

式 

 

Ｍ２Ｍサービス 

 クラウド接続サービス ｆｏｒ クラウド２ 利用料  

１００Ｍｂｐｓ 

 

ＮＳ２３０５２３Ｇ 

 

Azure用 

 

従量料金制（月額払）  

 

式 

 

Ｍ２Ｍサービス 

 クラウド接続サービス ｆｏｒ クラウド３ 利用料  

１０Ｍｂｐｓ 

 

ＮＳ２３０５３２Ｇ 

 

AWS用 

 

従量料金制（月額払）  

 

式 

 

Ｍ２Ｍサービス 

 クラウド接続サービス ｆｏｒ クラウド３ 利用料  

１００Ｍｂｐｓ 

 

ＮＳ２３０５３３Ｇ 

 

AWS用 
 

従量料金制（月額払）  

 

式 

 

Ｍ２Ｍサービス 

 拡張サポートサービス利用料 
 

 

ＮＳ２３０９００Ｇ  

 

 
 

 

 従量料金制（月額払） 
 

 

式 
 

 

 

 

 



［変更内容］ 

（２０１４年５月１３日）本別表を適用します。 

（２０２５年９月 ２日）Ｍ２Ｍ基本サービス アドバンスＶ１を追加します。 

 

以  上 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

別表Ｎｏ．Ｎ０２Ｂ０ 


